近年、周辺機器（ディジタルカメラ、スキャナ、携帯端末）の普及で画像を扱うことが増えてきた。一方、Ｗｅｂページやメールにあまりに巨大なサイズのファイルを貼り付けるのは好ましくない。画像ファイルのサイズに注目しながら、様々な画像の違いを比較してみよう。
前提条件：

　　この実習を行うに当たって、「ペイント」とＪｐｅｇファイルの圧縮率を変更できるアプリケーションソフトが必要です。

実　　習：

	実習１


いろいろな形式の画像を比較してみよう。
１．元になる画像ファイルを保存する。

(1) ペイントを起動し、壁紙などのＢＭＰ形式の画像ファイルを開く。

(2) 読み込んだ画像ファイルを24ビットビットマップ形式に変更し、「B.bmp」で保存する。

２．上記１で保存した画像ファイルを、保存形式を変えて比較する。

(1) 「B.bmp」をＪＰＥＧ形式に変更し、「J.peg」で保存する。

(2) 再度「B.bmp」を開き、ＧＩＦ形式に変更し、「G.gif」で保存する。

３．各形式の画像を報告書(実習１)に貼り付け、ファイルサイズ・画質などについて比較し、まとめる。

	実習２


ビットマップ形式で使用する色数を変えて保存した画像を比較してみよう。

１．ペイントを起動し、実習１で作成した「B.bmp」を開き、256色ビットマップに変更し、「B256.bmp」で保存する。

２．「B.bmp」を開き、16色ビットマップに変更し、「B016.bmp」で保存する。

３．「B.bmp」を開き、白黒ビットマップに変更し、「B002.bmp」で保存する。

４．各色の画像を報告書(実習２)に貼り付け、画質・ファイルサイズについて比較しまとめる。
	実習３


ＪＰＥＧ形式で圧縮率を変えて保存した画像のクオリティを比較してみよう。

１．実習１で用いた「J.jpg」を開き、圧縮率を中圧縮(50)に変更し、「J050.jpg」で保存する。

２．再度「J.jpg」を開き、圧縮率を高圧縮(10)に変更し、「J010.jpg」で保存する。 

３．圧縮率を変更した画像を報告書(実習３)に貼り付け、画質・ファイルサイズについて比較しまとめる。
	発　展


１．「B.bmp」と「J.jpg」を転送する場合、どれぐらいの時間がかかるか計算しよう。
２．Ｗｅｂページやメールに写真を添付する場合、どの形式がよいか。

３．ＢＭＰ形式、ＪＰＥＧ形式とＧＩＦ形式について、長所と短所について調べよう。
